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日本藻類学会研究奨励賞の募集について（第 19回，2023年授与）
　研究奨励賞は，我が国の藻類学の発展に積極的に寄与する
ことを期待し，藻類学及びその関連分野において優れた研究
成果を上げた大学院修了後 5年程度以内，推薦の時点でおお
むね 40歳未満の者に授与します。

　応募手続など詳しくは日本藻類学会ホームページに掲載の
募集案内をご覧下さい。

応募締切日：2022年 12月 25日（日）必着

日本藻類学会 70周年記念特別寄稿集への寄稿の募集
　日本藻類学会は 2022年に創立 70周年を迎えます。これを
記念して，「創立 70周年記念特別寄稿集」を作成することと
しました。しかしながら，寄稿がまだあまり集まっていません。
そこで，寄稿の締切を延長して，2022年 12月 25日としまし
た。寄稿の要領につきましては，下記をご覧ください。多く
の方のご寄稿をお待ちしております。

「創立 70周年記念特別寄稿集」の概要
1．PDF版のみとし，学会ホームページで公開します。
2． 「日本藻類学会に期待すること」，「日本藻類学会の思い出」，
「記録として残しておきたいこと」などの他，内容は自由
です。

3． 原稿は，MSワードで作成し，電子メールに添付してお送
りください。氏名，タイトル，本文，所属の順に書いてく
ださい。文字数は 1000から 10000字でお願いします。写

真を添えていただいても構いません。
4．著者による校正を 1回行います。

原稿締切：2022年 12月 25日
原稿送付先および問い合わせ先：
 小亀一弘（kogame@sci.hokudai.ac.jp）
 阿部剛史（tabe@sci.hokudai.ac.jp）

　60周年の時には，和文誌に「若手からのメッセージ」が掲
載されました。今回は，特に若手に限ることなく，また，内
容を自由としていますので，お気軽に寄稿してくださいます
ようお願い申し上げます。皆様方からの奮ってのご寄稿をお
待ちしています。

 日本藻類学会




